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東京都の地勢 

東京都は関東平野に位置し、東京湾に面してい

る。東京湾に臨む区部と中・西部の多摩地域、伊

豆・小笠原の島嶼
とうしょ

部からなり、その面積は

2,194km2(全国第 45位)で、面積の小さい方からは、

香川県、大阪府に次いで全国 3 位となっている。 

島嶼
とうしょ

部を除くと、西部の山地、中部の丘陵、東

部の台地と低地に分かれる。西部の山地は秩父山

地と南部の丹沢山地からなる関東山地で、最高峰

は雲
くも

取山
とりやま

(標高 2,017m)である。中部は埼玉県にま

たがる狭山
さ や ま

丘 陵
きゅうりょう

、神奈川県三浦半島基部まで広

がる起伏に富む多摩丘陵などからなっている。東

部の台地は関東ローム層に覆われた武蔵野台地

で、区部の山手
やまのて

地区はこの東端にあたり、台地と

低地が入り組んだ起伏ある地形を形成している。 

また、関東山地、秩父山地をそれぞれ源とする

多摩川と荒川が東京湾に流れ込んでいる。さらに、

関東平野を流れる利根川からの分流である江戸

川も東京湾に流れ込んでいる。多摩川と江戸川は

その下流域において、それぞれ都と神奈川県、都

と千葉県の県境付近となっている。 

 

 

 

 

東京都の気候 

島嶼
とうしょ

部を除く東京の気候は、太平洋岸気候区に

分類される。その特徴は、夏の高温多湿と冬の少

雨乾燥である。夏は太平洋高気圧からの南東の気

流の影響を受けて、蒸し暑い天気が多い。一方、

冬には大陸のシベリア高気圧から吹き出す北西

の季節風が卓越し、新潟県と群馬県の県境にある

三国
み く に

山脈を越え冷たい乾いた風(からっ風)とな

って吹き、乾燥した晴れの日が続く。 

伊豆諸島は本州の南海上に位置し、暖流の黒潮

の影響を強く受け、高温多湿で雨が多いという特

徴を持つ。また、台風の影響を多く受ける地域で

ある。 

東京の気温は、8 月上旬が最も高く、1 月下旬が

最も低く、高い時期と低い時期の温度差は約 20℃

である。 

また、降水量は、梅雨と特に秋雨・台風の時期

を中心に多い。 

 地形データには USGS（アメリカ地質調査所）の

GTOPO30 を利用した。 

 

 


